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C.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

8.NB-27 液 つづき  ブドウ 
(クイー
ン ニ ー
ナ) 

ブドウ(クイーンニーナ)における満開
10～40日後での立ち木全面または枝別
散布による新梢伸長抑制効果の検討
(適用性:3年目,500倍<150L>/10aにお
ける品種拡大) 

 [ブドウ(欧州種):着粒増加] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・1000～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(欧州種(シャインマスカットを除く)):新
梢伸長抑制]  
・新梢展開葉7～11枚時 
・1000～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(シャインマスカット):新梢伸長抑制]  
・新梢展開葉7～11枚時 
・500～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(欧米雑種及び米国種,デラウエアを除
く):新梢伸長抑制,着粒増加] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・500～800倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(デラウエア;無核):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・800～1000倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
・1500～2000倍<200～250L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(巨峰;無核):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉8～10枚時 
・500倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ピオーネ;露地栽培):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・500倍<150L>/10a,1000倍<300L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ナガノパープル;露地栽培):新梢伸長抑
制] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・1000倍<300L>/10a 
・立木全面散布 
 
継) 
・シャインマスカットにおける薬量1000倍
<150L>/10aでの効果,薬害の確認(満開40日後での
新梢伸長抑制) 
・あづましずく,クイーンニーナにおける薬量500
倍<150L/10a>での効果,薬害の確認(満開40日後で
の新梢伸長抑制) 
 
・ナガノパープルにおける薬量1000倍<300L>/10a
での効果,薬害の確認 (新梢展開葉7～11枚時での
着粒増加) 

ブドウ 
(クイー
ンルージ
ュ) 

ブドウ(クイーンルージュ)における満
開10～40日後での立ち木全面または枝
別散布による新梢伸長抑制効果の検討
(適用性:2年目,500倍<150L>/10aにお
ける品種拡大) 

  

9.ジベレリン水溶／ＫＴ
-30S 液 
ジベレリン:3.1% 
ホルクロルフェニュロ
ン:0.10% 
 
 
[住友化学] 

ブドウ 
(シャイ
ンマスカ
ット) 

ブドウ(シャインマスカット)における
花房浸漬および果房浸漬による無種子
化の検討(適用性1年目) 

実・継 実) 
[ブドウ(シャインマスカット):無種子化,果粒密
度低減,果粒肥大促進] 
・展葉8～9枚→満開10～15日後 
・ジベレリン水溶 25ppm + KT-30S液 3ppm 
 → ジベレリン水溶 25ppm 
・花房処理→果房処理 
  
[ブドウ(シャインマスカット):無種子化] 
・展葉6～8枚→満開時～3日後→満開10～15日後 
・ジベレリン12.5ppm+KT-30S 3ppm 

→ジベレリン25ppm+KT-30S 5ppm 
→ジベレリン25ppm 

・花房処理→果房処理→果房処理 
 
注) 
・花房処理および果房処理とは,薬液への浸漬な
どを指す 
・穂軸の徒長を避けるため,花房処理は花穂先端
約5㎝とする 
 
継) 
・効果・薬害の確認(シャインマスカット,無種子
化:展葉6～8枚→満開3～5日後) 

ブドウ 
(シャイ
ンマスカ
ット) 

ブドウ(シャインマスカット)における
花房浸漬による無種子化の検討(適用
性1年目) 
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はじめに

熊本試験地が所在する熊本県菊池市（図 -1）は，熊本県
の北東部に位置し，平成 17年に 1市 2町 1村が合併し菊池
市となった。それまでは熊本県菊池郡旭志村と呼ばれる地域
であった。菊池市の北は大分県，東は阿蘇市，西は山鹿市及
び熊本市，南は合志市及び大津町に接している。市の北部及
び東部に八方ｹ岳，鞍岳の山が有り，大半を森林が占めている。
山岳地帯からの豊富な水は，菊池川，迫間川，河原川，矢護
川に西流し，河川流域は菊池平野となり肥沃な土壌を形成し
ている。

沿革

熊本試験地（1996 ～）の前身である熊本城南試験地は
1992 年に開設され，1996 年に閉鎖されたことにより同年
に菊池市旭志尾足（図 -2）に移転し熊本試験地と名称変更
され現在に至る。

試験地の概要

１）地理的特徴
気候は主に温暖湿潤気候に分類され，年間を通じて温暖で
降水量が多く，湿度が高く，夏の高温と冬の寒さが緩やかに
変化する気候である。

２）アクセス
試験地は熊本駅から北東に 32km，JR 大津駅から北に
8km，阿蘇熊本空港から北に 13km，熊本 IC から北東に
26kmであるが，利用できる公共交通機関が無く交通は不便
である。

試験の実施状況

試験の圃場は厚層腐植質多湿黒ボク土の埴壤土に分類され
腐植含量は 9.9％，減水深は 1～ 1.5cm/ 日である。農業用
水は矢護川から分水されており，一年を通じて用水に不便は
ない。

熊本試験地 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
熊本試験地　主任

松永　孝志
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図 -1　菊池市の位置 図 -2　熊本試験地の位置（●）
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水稲用除草剤適用性試験は普通期栽培で実施しており，普
通枠 ( ２×1.8 ｍ )，中規模試験に 30a の圃場（図 -3），水口
処理は 11.1a と 16.8a の２筆の別圃場を当てている。
移植時期は 6月下旬，品種はヒノヒカリを用いている。
対象雑草はノビエ，一年生広葉，ホタルイ，ミズガヤツリ，
ウリカワ，セリであるが一年生広葉を除き，ノビエ及びホタ
ルイは種子を一定量ずつ播種，多年生雑草のミズガヤツリと
ウリカワは塊茎，セリは切断茎を埋め込んで実施している
（ノビエは自然発生を含む）。
例年の残草調査は移植後 40日前後の 8月上旬，収穫調査
は 10月中旬である。

周辺の見所

１）菊池渓谷
阿蘇くじゅう国立公園にある菊池渓谷（図 -4）は，原生
林と阿蘇外輪山の伏流水が織りなす美しい景観が魅力であ

る。夏には平均気温が 13度と涼しく，天然のクーラーとも
呼ばれる避暑地として人気を集めている。日本の名水百選，
日本の滝百選，水源の森百選にも選ばれており，清らかな水
と豊かな自然を満喫できる。

２）菊池神社
明治 3年（1870 年）に菊池氏の居城跡に創建された菊池
神社（図 -5）には，菊池武時公，武重公をはじめとする一
族が祀られている。境内には菊池神社歴史館があり，菊池一
族ゆかりの文化財が展示されている。春には桜の名所として
賑わい，多くの人で賑わう。境内には菊池神社歴史館があり，
菊池一族ゆかりの文化財が展示されている。

３）菊池温泉
菊池温泉（図 -6）は，湯量が豊富で肌触りが良く，「美人
の湯」として特に女性に人気がある。日本の名湯百選にも選

図 -3　試験圃場 図 -4　夏の菊池渓谷

図 -5　菊池神社 図 -6　菊池温泉
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ばれており，旅の疲れを癒すのに最適である。

おわりに

近隣へ大手企業の大規模工場が進出したことにより，農地
の減少，交通渋滞の悪化，地下水への影響，人手不足と人件
費の高騰など，農業に多岐にわたる影響を与えている。特に，
農地の転用は深刻な問題となっており，代替地の確保が急務

となっている。
最後に試験圃場から望む鞍岳（図 -7）をご覧いただきたい。

参考資料
・菊池公式ウェブサイト　https://www.city.kikuchi.lg.jp
・菊池観光協会　　https://kikuchi.kannko.ne.jp

図 -7　冠雪した鞍岳


